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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年9月30日(2021.9.30)

【公表番号】特表2020-532963(P2020-532963A)
【公表日】令和2年11月19日(2020.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2020-047
【出願番号】特願2020-509060(P2020-509060)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/54     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/6844   (2018.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/54     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/10     ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    9/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/6844   　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ    1/48     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月17日(2021.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リボ核酸（ＲＮＡ）ポリメラーゼバリアントであって、野生型ＲＮＡポリメラーゼと比
較して、前記ＲＮＡポリメラーゼバリアントが開始複合体から伸長複合体に移行するにつ
れて前記ＲＮＡポリメラーゼバリアントのループ構造にヘリックス構造へのコンフォメー
ション変化を受けさせるアミノ酸置換を含む、前記リボ核酸（ＲＮＡ）ポリメラーゼバリ
アント。
【請求項２】
　前記アミノ酸置換が、野生型アミノ酸と比較して高いヘリックス性向を有する、請求項
１に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項３】
　前記ＲＮＡポリメラーゼが、Ｔ７　ＲＮＡポリメラーゼである、請求項１または２に記
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載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項４】
　前記ループ構造が、Ｃヘリックス構造中にある、請求項１～３のいずれか１項に記載の
ＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項５】
　前記ループ構造が、Ｃリンカー構造中にある、請求項１～３のいずれか１項に記載のＲ
ＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項６】
　前記アミノ酸置換が、高ヘリックス性向アミノ酸置換である、請求項１～５のいずれか
１項に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項７】
　前記高ヘリックス性向酸置換が、アラニン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、リ
ジン、グルタミン、及びグルタミン酸から選択される、請求項６に記載のＲＮＡポリメラ
ーゼバリアント。
【請求項８】
　前記高ヘリックス性向アミノ酸置換が、アラニンである、請求項７に記載のＲＮＡポリ
メラーゼバリアント。
【請求項９】
　前記Ｔ７　ＲＮＡポリメラーゼバリアントが、配列番号１と少なくとも９０％、少なく
とも９５％、少なくとも９６％、少なくとも９７％、少なくとも９８％、または少なくと
も９９％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のＲ
ＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項１０】
　前記Ｔ７　ＲＮＡポリメラーゼが、Ｅ４２、Ｓ４３、Ｙ４４、Ｅ４５、Ｍ４６、Ｇ４７
、Ａ２５５、Ｒ２５７、Ａ２５８、Ｇ２５９、Ａ２６０、Ｌ２６１、及びＡ２６２から選
択される位置に高ヘリックス性向アミノ酸のアミノ酸置換を含むように修飾された配列番
号１と少なくとも９０％、少なくとも９５％、少なくとも９６％、少なくとも９７％、少
なくとも９８％、少なくとも９９％、または１００％の同一性を有するアミノ酸配列を含
む、請求項９に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項１１】
　Ｅ４２、Ｓ４３、Ｙ４４、Ｅ４５、Ｍ４６、Ｇ４７、Ａ２５５、Ｒ２５７、Ａ２５８、
Ｇ２５９、Ａ２６０、Ｌ２６１、及びＡ２６２から選択される少なくとも１つの位置にア
ミノ酸置換を含むように修飾された配列番号１と少なくとも９０％の同一性を有するアミ
ノ酸配列を含む、ＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項１２】
　前記アミノ酸置換が、アラニン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、リジン、グル
タミン、及びグルタミン酸から選択される、請求項１０又は１１に記載のＲＮＡポリメラ
ーゼバリアント。
【請求項１３】
　前記アミノ酸置換が、Ｓ４３Ａを含む、請求項１２に記載のＲＮＡポリメラーゼバリア
ント。
【請求項１４】
　前記アミノ酸置換が、Ｇ４７Ａを含む、請求項１２に記載のＲＮＡポリメラーゼバリア
ント。
【請求項１５】
　追加のＣ末端アミノ酸をさらに含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載のＲＮＡポ
リメラーゼバリアント。
【請求項１６】
　前記追加のＣ末端アミノ酸が、グリシン（Ｇ）を含む、請求項１５に記載のＲＮＡポリ
メラーゼバリアント。
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【請求項１７】
　前記ＲＮＡポリメラーゼバリアントが、配列番号１０８のアミノ酸配列を含む、請求項
１３、１５、または１６のいずれか１項に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項１８】
　前記ＲＮＡポリメラーゼバリアントが、配列番号１１０のアミノ酸配列を含む、請求項
１４～１６のいずれか１項に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項１９】
　野生型ＲＮＡポリメラーゼと比較して追加のＣ末端アミノ酸を含む、リボ核酸（ＲＮＡ
）ポリメラーゼバリアント。
【請求項２０】
　ＦＡＦＡＸｎ（配列番号１７１）モチーフを含むＣ末端を含み、Ｘが任意のアミノ酸で
あり、ｎがゼロより大きい任意の整数である、ＲＮＡポリメラーゼバリアント。
【請求項２１】
　ＸＡＦＡＸｎモチーフ、ＦＸＦＡＸｎモチーフ、ＦＡＸＡＸｎモチーフ、またはＦＡＦ
ＸＸｎモチーフを含むＣ末端を含み、各Ｘが任意のアミノ酸であり、ｎはゼロより大きい
任意の整数である、ＲＮＡポリメラーゼバリアント、任意選択によりＴ７　ＲＮＡポリメ
ラーゼバリアント。
【請求項２２】
　ＲＮＡ転写物の生成をもたらす条件下で、ＤＮＡ鋳型を請求項１～２１のいずれか１項
に記載のＲＮＡポリメラーゼと接触させることを含む、リボ核酸（ＲＮＡ）を生成する方
法。
【請求項２３】
　ＲＮＡ転写物の生成をもたらす条件下で、ヌクレオシド三リン酸及び緩衝液の存在下に
おいて、ＤＮＡ鋳型を請求項１～２１のいずれか１項に記載のＲＮＡポリメラーゼと接触
させることを含む、インビトロ転写（ＩＶＴ）反応を行う方法。
【請求項２４】
　請求項１～２１のいずれか１項に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアントをコードする核
酸。
【請求項２５】
　請求項１～２１のいずれか１項に記載のＲＮＡポリメラーゼバリアント及び任意選択に
よりインビトロ転写（ＩＶＴ）試薬を含む、組成物またはキット。
【請求項２６】
　請求項２２または２３に記載の方法により生成される、リボ核酸（ＲＮＡ）、任意選択
によりメッセンジャーＲＮＡ（ｍＲＮＡ）。
【請求項２７】
　ＲＮＡ転写物を生成するためのインビトロ転写反応条件下で、ポリヌクレオチド鋳型を
ＲＮＡポリメラーゼバリアント、任意選択によりＴ７　ＲＮＡポリメラーゼバリアント、
ヌクレオシド三リン酸、及びキャップ類似体と反応させることを含む、リボ核酸（ＲＮＡ
）合成のための共転写キャッピング方法。
【請求項２８】
　前記キャップ類似体が、ジヌクレオチドキャップ、トリヌクレオチドキャップ、または
テトラヌクレオチドキャップである、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　野生型Ｔ７　ＲＮＡポリメラーゼと少なくとも９０％の同一性を有し、（ａ）配列番号
１のアミノ酸４７位に対応するアミノ酸位置のアラニン及び（ｂ）追加のＣ末端グリシン
を含むように修飾されているアミノ酸配列を含む、Ｔ７リボ核酸（ＲＮＡ）ポリメラーゼ
。
【請求項３０】
　前記トリヌクレオチドキャップが、ＧｐｐｐＡ２′ＯｍｅｐＧである、請求項２９に記
載のＴ７　ＲＮＡポリメラーゼ。
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